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【六合地区住民説明会資料】

島田市原子力災害
広域避難計画について

（六合地区住民説明会）
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１ はじめに １０分
２ 原子力災害広域避難の概要
(1) 啓発ＤＶＤ ２０分
(2) 原子力防災のしおり ５分

３ 島田市原子力災害広域避難計画
の要点 ２５分

４ 質疑応答 ２５分
５ 今後の対応等 ５分

説明項目
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１ はじめに

(1) 原子力災害
広域避難計画
策定の必要性
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◆ 浜岡原発での
使用済み核燃料保管

◆ 国の関係法令等
・災害対策基本法
・原子力災害特別措置法
・原子力災害対策指針
・防災基本計画

◆ 静岡県地域防災計画、
浜岡地域原子力災害広域避難計画

●浜岡原発と７市町との安全協定締
結や再稼動の議論とは別のものと
して、住民の安全を確保するため
に、広域避難計画の策定を進める。

●原発事故は絶対あってはならないが、
避難計画は守り札としての安心材料。
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●「見えない」ものを相手にすることか
ら「正しく恐れる」「正しい情報を入
手する」ことが大切。

●１１市町・９４万２千人を対象とする
ことから、「連携して対処する」こと
が大切。

(2) これまでの
検討経緯
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２６年１２月
避難単位、避難先等調整案の検討開始

２７年８月
自治推進委員連絡会議で避難先等の説明
県内避難先15市町への訪問・調整

２８年２月
議会全員協議会で計画概要説明
市ホームページで計画概要公表

２８年３月２２日
市防災会議で「広域避難計画（骨子）」を

報告
２８年４月５日

「広域避難計画(骨子）」を正式公表

２ 原子力災害
広域避難の

概要
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◆ 啓発ＤＶＤ
～原子力災害、
知っておきたい

「準備」と「対応」～

◆ 原子力防災の
しおり
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３ 島田市原子力
災害広域避難計画
の要点
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計画の基本的な考え方（１／３）

◆ 単独災害を主体に記述し、大規模震災等
の複合災害時の対応は必要事項を追加記述

◆ 浜岡原発で事故が発生し、放射線が原発
敷地外に漏洩する危険性がある場合
⇒５ｋｍ圏内（ＰＡＺ）

放射性物質が漏洩する前に予防的に避難
⇒３１ｋｍ圏内（ＵＰＺ）

屋内退避。この間、緊急モニタリング実施
その後、放射線の観測値が基準に達した

場合に、該当する地域のみ立ち退き避難

22

計画の基本的な考え方（２／３）

◆ 当面の計画は、市内全域が市外に立ち退き
避難する場合を念頭に記述。一部の地域が、
立ち退き避難するケース（市内の公共施設に避
難する場合を含む）については、本計画を修正
して適用する。

＝最も過酷な状況を想定して計画することで、
想定されるあらゆる状況への対応が容易
となる。

多くの場合、避難する場合でも、一部の地区
が避難するケースの方が多いと考えられる。
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計画の基本的な考え方（３／３）

◆ 一般住民の避難者、避難行動要支援者、
市外からの一時滞在者（学生・事業所従業員
・観光客等）、福祉施設入所者、
医療機関への入院患者等、避難対象者の特性

に応じて、それぞれの避難要領を計画する。

県内避難の場合 県外避難の場合

努めて県内避難を追求します。 県内に避難施設が得ら
れない場合に県外に避
難します。

中部、東部、賀茂地区の
１５市町
（主に小中学校体育館、その他公共
施設。特に配慮が必要な人はこれら
の他、宿泊施設等）
川根本町、静岡市、富士市、沼津

市、長泉町、清水町、函南町、伊豆
の国市、伊豆市、下田市、東伊豆町、
河津町、松崎町、西伊豆町、南伊豆
町

東京都

東京都のどこ
区・市町村かに
ついて、は継続
調整・検討中

島田市の広域避難先
２８年４月１日現在
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① 情報伝達は、タイミング良くあらゆる手段を
活用

② 避難は、まず屋内退避。放射線レベルの観測
結果に基づき、必要な地区毎（避難単位毎）
に立ち退き避難

③ 避難手段は、自家用車を基本

④ 自家用車避難できない人はバス避難
(バス乗車場所は指定避難所等)

⑤ 安定ヨウ素剤受領、服用に関すること
○○小学校体育館（指定避難所）で受領

広域避難計画のポイント（１／３）

⑥ 避難経路
○○ＩＣ～新東名～□□ＳＡ～Ｒ◆◆号

⑦ 避難退域時検査場所、検査済証明書の受領
○○ＳＡ等（未定）

⑧ 自治会毎に避難先（避難目標先）を指定
「○○市の△△学校体育館」、又は
「○○町の□□一時集結地」(今後具体化）

⑨ 避難期間は計画上最大１ヶ月程度を想定

広域避難計画のポイント（２／３）
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⑩ 避難生活に必要な物は各人、各家庭で準備
食料・水は３日分を準備、毛布や軽いマッ
トなどの寝具も準備、その他当面の日用品
を準備、不足分は避難先で購入できる

⑪ 病院入院患者・社会福祉施設入所者は、同類
の施設に施設ごと避難（今後具体化）

⑫ 在宅の要配慮者は、家族同伴避難

⑬ 社会福祉施設通所者・児童・生徒は、屋内退
避前に家族（保護者）への引渡しを開始し、家
族同伴避難

広域避難計画のポイント（３／３）

島田市
の

避難単位
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避難単位:４番
避難単位名：島田西
測定地点：三小
避難所：島田高、一小、一中、

島田樟誠高、二小、三小、
島田商業高

避難単位:５番
避難単位名：島田東・六合
測定地点：六中
避難所：四小、五小、島田工業高、

六小、六中、六合東小
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避難単位:８番
避難単位名：島田北・大津
測定地点：中央公園ＭＰ
避難所：二中、大津小

避難単位:７番
避難単位名：伊太
測定地点：伊太小
避難所：伊太小
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指定避難所が、安定ヨウ素剤配布・バス乗車場所

避難の概要①

島田高、一小、一中
島田樟誠高、二小
三小、島田商業高

伊太小
二中、大津小

四小、五小
島田工業高
六小、六中、六合東小

避難の概要②

国道１号

県道

新東名
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避難の概要③

※避難退域時検査場所とは
・汚染検査により汚染が基準以下であることの証明書を受け取る。
・基準以上の場合は、基準以下にするため簡易除染を行う。

新東名

県道

国道１号ﾊﾞｲﾊﾟｽ

避難退域
時検査場

所

避難退域
時検査場

所

避難退域時
検査場所

国道１号
ﾊﾞｲﾊﾟｽ

静岡市

国道１号

新東名

富士市
沼津市
長泉町
函南町

伊豆の国市
下田市

静岡市

UPZ圏外

国道１号

葉梨川

藪田西IC

県内避難先市町
別表１で確認

富士市、沼津市
長泉町、函南町

下田市

富士市
伊豆の国市

沼津市

静岡市
富士市
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情報伝達要領（１／２）

状 況 事態 お知らせ内容 市の体制

御前崎市で
震度５（弱・
強）の地震
発生等

情報収集
事態

◆ 地震発生
◆ 警報の有無
◆ 原発事故の有無
◆ 連続地震への警戒

○情報連絡
室

御前崎市で
震度６弱以
上の地震発
生等

警戒事態 上記の他、
◆警戒事態移行
◆必要に応じ安定ヨウ素
剤の配布 等

○原子力災
害対策室

全交流電源
喪失等

施設敷地
緊急事態

◆施設敷地緊急事態移行
◆屋内退避準備
◆要支援者の指定避難所
への避難 等

○原子力災
害警戒本部

全冷却機能
喪失等

全面緊急
事態

◆全面緊急事態移行
◆屋内退避の実施 等

○原子力災
害対策本部

タイミング良く、必要な情報を伝達

情報伝達要領（２／２）
さまざまな手段で伝達
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４ 質疑・応答

40

５ 今後の対応
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◆ 本年１２月までの間
市内全６カ所での住民説明会

◆ ２９年２月
県原子力災害広域避難訓練
（実動訓練）に参加

◆ ２９年３月末までの間
避難先現地案内を予定

◆ ２９年３月末頃
現行の「計画(骨子）」具体化した

「島田市広域避難計画」公表

42

おわりに



2016/10/25

22

アンケートへのご協力をお願い致し
ます。無記名です。

市の広域避難計画具体化等、今後の
業務に反映させます。

別途、県計画の詳細なアンケートが
行われる予定です。

記入後は、会場入り口（受付）の回収箱
に入れて下さい。


